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大島町被災者 第１回個別ヒアリング 概要報告（平成 26 年 4 月 22 日実施分まで） 

 

１． 個別ヒアリング調査の概要 

１）目的 

・台風２６号で住家被害を受けた被災者を対象に、現時点での困っていることや住宅再建に向けて

の意向、復興計画策定に向けた意見等を把握し、復興計画原案へ反映するため、個別ヒアリング

を行った。 

 

２）対象者 

・住家被害のあった罹災証明交付世帯（約 150 件、元町地区優先） 

    ※被災事業者及び岡田地区、泉津地区被災者ヒアリングは、今回のヒアリング終了後、実施す

ることとしている。 

 

３）実施時期 

・平成 26年４月 18日（金）頃から４月 30日までを予定。 

 

ヒアリングの実施状況 

住家被害でり災証明を

発行された被災世帯 

ヒアリング対象件数

（a）※ 

4 月 23 日（木）までの実施

件数 (b) ※※ 

実施率（b/ a） 

178 世帯 149 世帯 104 世帯（内 1 世帯拒否） 70％ 

※178 世帯中 18 世帯が全世帯員死亡で再建意向を把握すべき該当者がいない、３世帯は島外へ転

勤、8 世帯は遺族が未成年または高齢者等で親族世帯に含めてヒアリングを実施したため、対象

世帯数は現時点暫定で 149 件 

  ※※４月 22 日までに対象世帯は全世帯訪問しており、ヒアリング未実施の理由は長期不在または

平日昼間の不在である。平日昼間不在の世帯に対しては都合を打診して休日に訪問することとし

ており、島外の対象世帯については、後日個々に対応する。 

 

 ４）実施体制 

  ・町職員（管理職）を含む３名で班を構成。７班体制で実施した。 

  

2014/４/25 第３回大島町復興計画策定委員会 議事３資料 



2 

＜被災者への段階的ヒアリングの実施イメージ＞ 

 ・ヒアリングで得た被災者の意向を地区分科会へ示し、被災者間で共通認識を持ちながら住宅再建、

復興まちづくりへの要望を取りまとめる。取りまとめ結果は復興計画原案へ反映する。 

 

 

  

個々の被災者の要望 

・住宅再建に関するもの 

・復興まちづくりに関するもの 

個別ヒアリング 

 

○復興まちづくりに対する要望の共有 

○意向に対する解決策、事例等の提示 

○ヒアリング結果の共有と課題の確認 
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２． 結果概要 

※４月 22 日までにヒアリングを実施した 95 件の意向の概要 

 

 

 

 

 

 
Ａゾーン Ｂゾーン Ｃゾーン Ｄゾーン 

ＢとＤの

境界 

ＣとＤの

境界 
その他※ 合計 

全壊 2 1 4 11 0 1 0 19 

大規模半壊 0 1 2 7 0 0 0 10 

半壊 0 1 0 8 0 0 0 9 

一部損壊 1 3 6 44 1 1 1 57 

合計 3 6 12 70 1 2 1 95 

※その他の１件は、ヒアリングに用いた区分図の範囲外 
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  全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 合計 

現在も居住 0 3 3 50 56 

居住していない 19 7 6 7 39 

合計 19 10 9 57 95 

 

 

  ○「その他」居住していない理由    

解体した ３ 

借家だったので別の家を借りて転居 ２ 

復興の見通しがたたないから １ 

長期避難認定地区だから １ 
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全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 合計 

被災した土地 4 1 2 7 14 

今住んでいるところ 1 3 3 41 48 

前と同じ地区の別の土地 6 1 0 3 10 

別の地区 1 1 0 2 4 

島外 1 0 0 0 1 

その他 6 3 4 4 17 

無回答 0 1 0 0 1 

合計 19 10 9 57 95 

 

 

砂防施設や流路についての意見・要望 

大金沢の流路について 

 

・流路を拡幅や線形の改善、河床を深くするなど対策を行ってほしい 

・他の流路を大きくいして大金沢の負担を減らせないか。 

東京都の土砂災害対策の方針

では不安 

・本当に安全になるか不安を感じる。 

早急な安全確保を ・早く安全になるようにしてほしい。 

都の方針でよい ・砂防施設が整備されれば安心できる。 

平常時の安全対策を ・子どもが遊んでいて危険なので流路沿いに手すりを設置してほしい。 

その他 ・自分で自分を守る必要がある。 

・専門的なことはわからない。 

・個人がばらばらに意見を述べても仕方がない。 

・災害の時の状況 
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